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Introduction
InJosephConrad'sfictionalworks,thenarrativeoftencloselydescribesthephysical,






















































































































































































































































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は、 ダ ー ウ ィ ン(CharlesDarwin)以後 の英 国 小 説 が 、 いか な る 「語 り」 の 問題 に 直
面 して いた か を、 ジ ョゼ フ ・コ ン ラ ッ ド(JosephConrad)の小 説 の 中 に見 られ る 「観 相 学 的 な
語 り」 の詳 細 な 分 析 を通 じて 明 らか に しよ う と試 み た も ので あ る。 ダ ー ウ ィ ン の進 化 論 が 与 え
た 文 化 的 影 響 は 、 小 説 の 「語 り」 に最 も顕著 に 表 れ た と言 う こ とが で き よ う。18世紀 に フ ィー
ル デ ィ ン グ(HenryFielding)が確 立 し た 「全 知 の 語 り」(OmniscientNarration)とい う語 り
は、 デ ィ ケ ンズ(CharlesDickens)、サ ッカ レイ(WilliamThackeray)など、 ヴ ィ ク トリ ア朝
初期 か ら 中期 に か け て の小 説 まで 、 支配 的 な もの で あ っ た 。 そ れ は根 底 的 に は キ リス ト教 的 世
界観 、 歴 史 観 を基 礎 とす る もの で あ る。 世 界 とそ の歴 史 は 神 の 物 語 の 一 部 で あ る、 す な わ ち、
創 世 記 か ら最後 の 審 判 に至 る 物 語 の 中 間 に あ る の で あ り、 フ ィク シ ョン もま た そ の よ うな 、 神
が絶 対 的著 者 と して 書 き上 げ る 主 軸 的 プ ロ ッ.ト(MasterPlot)を模倣 す る もの と考 え られ た の
で あ る。 しか し、 ダ ー ウ ィ ンの 自然淘 汰 説 を根 幹 とす る進 化 論 は、 この よ うな 前提 を 完 全 に覆
す こと とな っ た。 神 を模 倣 す る 全知 全 能 の語 り手(OmniscientNarrator)はそ の権 威 を 喪 失 し、
世 界 の混 沌 を表 現 す る た め に新 た な語 りの形 が求 め られ る こ とに な った ので あ る。
しか しな が ら、 本来 の ダ ー ウ ィ ン主 義 が 内包 す る無 秩 序 へ の志 向 は、 ブル ジ ョア支 配 階級 に
そ の ま ま受 け入 れ られ た わ け で は な い。 ダー ウ ィ ン以 前 の ラマ ル ク(JeanBaptisteLamarck)
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の考え方 と同様 に、 世界 はよ り良 い状態へ と向か って 目的論的に進化 する ものであ るとす る捉
え方がむ しろ主流で あった。そのよ うな考え方は帝国主義的発 展 と科学技術 のめざ ましい進歩
によって特徴づ け られ る時代精神にふ さわ しい もの として受 け入れ られ、社 会 ・文化の 目的論
的進化 を信奉す る社会ダー ウィン主義が文学 にも大きな影響 を与える こととな った。イタ リァ
の観相学者 ロンブ ローゾ(CesareLombrozo)の観相学 もそのよ うな文化 的背 景の 中で受け入れ
られ、相当な影響 力を持 ったのである。論者が指摘するよ うに、 人間の身体 的特徴、 と りわ け
その相貌 を 「読む」 ことによ って、 その人間の内面 を知 りうる とい う観相学 的考えそ のものは
きわめて古 い歴史 を持つ ものであるが、 ロンブ ローゾのそれ は、社会ダー ウィ ン主義の時代 に
ふさわ しい内容 となって いる。彼 は特 に犯罪者の相貌 に強 い興 味を持 って いて、観相 学的観察
によって、 犯罪者がすなわち退廃者 である こと、 進化 に逆行す る 「先祖が え り」 である ことを
主張 したのである。観相学を科学 として確 立す る ことがで きれば、犯罪者 を事 前に識別 し、(ブ
ルジ ョア)社 会 を防衛 す ることが可能 となる とい うのが、彼 の観相学 の示唆す る ところであっ
た。 身体 的特徴 によって、犯罪者、女性、有 色人種、下層 階級 の人間 を差別化 しよ うとす る ロ
ンブ ロー ゾの思 想は、 疑似科学 で しかないが、それ は小説 の語 りという観点か ら見 る と、 全知
の語 りと交替す る可能性を潜在 させ ている と見 られ な くもな いもので ある。 コ ンラッ ドがその
作 品 の中で観相 学的語 りによ って世界 を記述す る ことの意 味 を探求 した のは、彼が 新 しい語
り、独 自の虚構芸術 の完成 をめざす 中で の実験 の一部で あった と言えよ う。 しか し、本論文 の
分析 によれば、 コンラ ッ ドの小説で は、観相学的語 りが提示 されていなが らも、常 にそれ を否
定す る別な語 りがた ちあ らわれ、疑似科学 による世界解釈が不可能である ことが逆 に示唆 され
ることにな る。 このことは、 ヴィク トリア朝か らモダニズムへ の過渡期 に位置 した作家で ある
コンラッ ドの作品 の中に、ダー ウィン以後 のフィクシ ョンの語 りの本質的問題が顕現 して いる
のである と考え られ よう。
そ もそ もコンラ ッ ドはきわめて複雑な語 りの手法 を駆使 した作家 として知 られて いるが、本
論文の第1章 で取 り上げ られ る比較的初期 の中編小説rナ ーシサス号 の黒 人』(:τ肋!惚67げ伽
`翫
κ∫∬%s')も例外 ではない。 一見 して非人称的語 りで あるが、実は一人称で あ り、 しか もそ
の語 り手は当然なが ら全知ではな く、社 会的、階級 的に限定 され た視野 しか与え られていない。
それ は全知 の語 りに交替すべき個 の語 りであるよ うに思 われ る。個 の語 りは ラマルク的な 目的
論 的進化 論 の小 説 にお ける現れ であ り、世界 の混沌 に明瞭 な解 釈 を与 え よ うとす る ものであ
る。 しか し、 この小説では語 り手は読 む ことができない顔 に直面 して、世界 に意 味を付与 しよ
うとす る能 力を喪失 して しま う。 ナーシサ ス号 の船員 たちに神秘 的な影響 を及ぼす黒 人ウエイ
ト(Wait)は、そ の名 前そ のものが曖昧で(固 有名なのか動詞なのか)一 定 の座標 に位 置づけ
ることがで きな いば か りではな く、黒 と白の謎 めいた コン トラス トをなすそ の顔 は語 り手に解
釈の不可能性 を突 きつ ける。語 り手は ウエイ トの 「黒」の顔 を不吉な もの として読み とるが、
その眼の 「白」 を自分 の解釈 に取 り入れ ることがで きず 、偏 った見方 しかで きな いので ある。
一方 、この作品で は観相学的語 りによって 明瞭な位置づ けを与 え られる ドンキ ン(Donkin)と
い う登場人物が存在す る。彼はブル ジ ョア階級 には嫌悪 される社会主義 者であ り、その相貌は
明 らかに ロンブ ローゾ的 「退廃 者」、 「先祖返 り」で あることが読み とれる。 しか し、皮 肉な こ
とに、語 り手によって退廃者 とい う観相学的解釈 を与え られた ドンキンが、解 釈 を寄せ付 けな
いウエイ トの正体 を見抜 いて しま うのである。語 り手によって明 らか に否定 的 にしか描かれな
い ドンキ ンが最終 的には観相学 的語 り、個 の語 りを逃れて しま う可能性 を持 った存在 なのであ
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る。 社 会 主 義 者 で あ りな が ら、 労 働 を嫌iい、 ウ エ イ トの 金 を盗 む ドンキ ンは、 彼 の 階 級 を社 会
ダ ー ウ ィ ン主 義 的 世界 観 の 中 に位 置 づ け、 定 義 し よ う とす る ブル ジ ョア社 会 そ の も の の解 釈 か
らも 自由で あ る よ うに思 わ れ る。 この小 説 の語 りは 、 自 らが 寄 って 立 つ 観相 学 的 語 りを語 りそ
の も の に よ って 覆 して しま って い る と も言 え よ う。
社 会 ダ ー ウ ィ ン主 義 が 優 生 学 に傾 斜 す る の は 当然 予 想 さ れ て い る こ とで あ る。 適 者 生 存 に
よ っ て よ りよ き世 界 が 実 現 され て い くの で あ る とす れ ば 、 適 者 な らざ る 者 、 す な わ ち ロ ンプ
ロー ゾ的 退 廃 者 を排 除 し、 自然 淘 汰 で は な い 人 工 淘 汰 に よ って 進 化(=進 歩)の 速 度 を増 大 さ
せ る ことは 理 にか な うは ず と い う こ と にな る。 逆 に言 え ば 、 退 廃 者 の 存 在 は ブ ル ジ ョ ア階 級 の
そ の よ うな 社 会 ダ ー ウ ィ ン主 義 的 目論 見 を 転 覆 さ せ る も の とな りう る ので あ る。 本 論 文 の第2
章 で扱 わ れ て い る短 編 「白 痴」(`Theldiots')では、退 廃 者 に対 す る階 級 的 不 安 を 背 景 と して 、
興 味深 い語 りの 問題 が 提 示 され て い る。 この 作 品 は 、 一 人 称 の語 りで 始 ま りな が ら、 や が て 非
人 称 的全 知 の語 りに移 行 す る と い う不 統 一 、 全 く説 得 力 を欠 いた 形 で 物 語 が 終 わ る こ とな ど の
点 で 、一 般 的 には 低 い評 価 しか 与 え られず 、コ ン ラ ッ ド批 評 の 中で は ほ とん ど無視 され て きた 。
しか し、 論 者 は 、 こ の作 品 の 語 りの 不統 一、 結 末 の 曖 昧 性 の 中 に、 コ ン ラ ッ ドの 小 説 独 特 の語
りの 問題 が 現 れ て い る こ と に注 目 し、 そ の分 析 を試 み て い る。 主 人公 ジ ャ ン ・ピエ ー ル(Jean-
Pierre)は自分 の 土 地 財 産 の確 実 な継 承 の た め に結 婚 して子 供 を も う け るが 、 三 人 の子 の す べ
て が 白痴 で あっ た 。 進 歩 的 共 和 主 義 者 で あ る ジ ャ ン ・ピ エ ー ル は 当初 は 神 の怒 りに ふ れ た も の
か と疑 い、 信 仰 に帰 依 す るが 、 そ の 後 に生 まれ た 三番 目 の子 も 白痴 で あ っ た た め に 、 退 廃 者 の
血 筋 を 引 く者 と して 妻 を激 し く責 め 立 て 、 そ の 妻 に刺 し殺 され る。 妻 のス ー ザ ン(Susan)が
狂 気 の血 を受 け 継 いで い る こ とが 示 唆 さ れ て い る た め 、 物 語 の 全 体 と して は、 退 廃 者 が 支 配 階
級 の血 筋 の退 廃 を もた らす と い うブ ル ジ ョア 的、 優 生 学 的 不 安 の 表 現 で あ る と見 る こ と もで き
る 。 しか しそ の 不 安 は 、 観 相 学 的 あ る い は 社 会 ダ ー ウ ィ ン 主 義 的 解 釈 を 付 与 す る個 の 語 り に
よ って解 消 さ れ る こ とは な い。 一 人称 の語 りが 全 知 の語 り に変 容 し、 ダー ウ ィ ン以 前 の語 りの
形 式 に戻 っ た か に 思 わ れ る の だ が、 この作 品 の結 末 に 明 らか な こ とは、 この語 りあ る い は語 り
手 は 、 物 語 の 全体 に意 味 を付 与 す る こ とが 全 くで き な い の で あ る。 階級 の利 益 の た め に歴 史 的
に必 要 と され る 語 りの 形 は 、こ こで も また、語 りそ の も の によ っ て 否 定 され て しま うの で あ る 。
本 論 文 の第3章 で は、 コ ン ラ ッ ドの作 品 の 中で 観 相 学 的語 りが最 も顕 著 に見 られ る 『密偵 』
(πθS667θ凪g翻)が 扱 わ れ る。 こ こで は ロ ン ブ ロー ゾ の 名 前 が言 及 され るば か りで は な く、ス
テ ィー ヴ ィー(Stevie)やウ ィニ ー(Winnie)とい う明 らか に ロ ン ブ ロー ゾ 的 退 廃 者 が 描 か れ
て い る。 こ こで の語 りは 一見 して観 相 学 的解 釈 を全 面 的 に採 用 し、 肯 定 して い る よ う に思 わ れ
る。 こ こに登 場 す る社 会 主 義 者 はす な わ ち アナ ー キ ス トで あ り、 ブル ジ ョア的 視 点 か ら見 るな
らば 、 彼 らは犯 罪 者 に他 な らな い。 社 会 主 義 者 が 犯 罪 者 で あ る こと は、 何 よ りも まず 彼 らの外
見 、 相 貌 に明 瞭 に 現 れ て い る。 登 場 人 物 の一 人 で あ る オ シポ ン(Ossipon)は、 ロ ン ブ ロー ゾ
が 人 間 の顔 の様 々 な部 分 、 顎 、 頬 骨 、 額 、 眉 、 眼 窩 、 耳 朶 な どの形 態 に よ って 、 統 計 学 的 に犯
罪 者 独 特 の 相 貌 と い う も の の存 在 を 「証 明」 した こ と に感 化 され て 、 「科 学 的 な」 眼 で 人 物 を
観 察 す る ので あ る。 彼 はス テ ィー ヴ ィー を退 廃 者 と断 じ、 そ の姉 の ウ ィニ ー も また 退 廃 者 で あ
る こ とを 「見 抜 く」 ので あ る。 オ シポ ンが 利 用 す るよ うな 「科 学 」 と して の 観 相 学 が 真 に有 効
で あ るな ら、 そ れ に よ る解 釈 、 語 りは ブ ル ジ ョア 階 級 の秩 序 維 持 、 進 歩 へ の志 向 に と って 、 き
わ めて 有 効 な 武 器 を提 供 す る こ と にな る はず で あ る 。 しか し、 こ こで 重 要 な こ とは 『密 偵』 の
中 の観 相 学 的 語 りは 、 しば しば 読 め な い もの 、解 釈 を拒 否 す る もの に直 面 させ られ る とい う こ
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と で あ る。 グ リニ ッジ天 文 台 を爆 破 す る た め の爆 弾 の誤 爆 に よ って 粉 砕 され た ス テ ィー ヴ ィ ー
の 肉体 は、判 読 不 能 な も の と して ヒ ー ト警 部(lnspectorHeat)を途 方 に暮 れ させ る こ と にな る。
さ らに 重 要 な の は プ ロフ ェ ッサ ー(theProfessor)の存 在 で あ る。 彼 も また この 小 説 の語 りに
よ っ て退 廃 者 と して位 置 づ け られ て い る の だ が、 彼 はス テ ィー ヴ ィー の よ う に 肉体 と して 解体
され る こ と もな く、 ま た観 相 学 的語 りに よ っ て最 終 的 に否 定 され る こ と もな い。 この 小 説 は こ
の ア ナ ー キ ス トが 、 「逮捕 さ れ た 瞬 間 に 自爆 で き る よ う に」 常 に 身 につ けて い る爆 弾 の起 爆 ス
イ ッチ を手 に握 りな が ら群 衆 の 中 を歩 いて い る場 面 で 終 わ る。 退 廃 者 で あ る ス テ ィー ヴ ィー は
爆 死 し、 殺 人 を 犯 した ウ ィニ ー もま た(お そ ら く)投 身 自殺 を遂 げ た 。 しか し、 同 じ く退廃 者
で あ る プ ロフ ェ ッサ ーが ブル ジ ョア社 会 に とって の脅 威 あ る い は純 粋 な 恐怖 そ の もの と して 生
き 続 け る こ とは、 観 相 学 的語 りが ま た し て も 自 らを そ の語 りそ の も の に よ っ て 裏 切 り、 社 会
ダ ー ウ ィ ン主義 が 否 定す る はず の 「不 適 者 生 存」 の 可能 性 を 提示 して しま っ た こ と を意 味 して
い る の で あ る。
観 相 学 的語 りは 、進 化 論 の登 場 とそ れ に 伴 う社 会 ダ ー ウ ィ ン主 義 の 台頭 を 背 景 と して 、 歴 史
的 に 要 請 さ れ た もの で あ っ た 。 コ ン ラ ッ ドも また そ れ を 表 面 的 に受 け 入 れ て い る よ う に見 え
る。 しか し、 本 論 文 で指 摘 され て い る と ころ に よれ ば 、 彼 に とって 語 り とは真 理 の 外 殻 をなす
も の で あ っ た こ とを想 起 しな けれ ば な らな い。「闇 の 奥 」(`HeartofDarkness')にあ るよ うに、
物 語 の意 味 とは 「核 の よ う に 内側 に あ る も ので はな く、 外 側 にあ る 」Cnotinsidelikeakernel
butoutside')ので あ る。 全 知 の語 りに交 替 す べ き新 た な語 りが模 索 さ れ る モ ダ ニ ズ ム 小 説 の 時
代 に あ っ て、 コ ン ラ ッ ドは観 相 学 的語 りの 提示 を試 みた が、 最 終 的 に は そ れ が 自 らに よ って 否
定 され る語 りを 提 示す る こと に な っ た。 そ れ は言 語 表 現 そ の もの に対 す る不 信 を醸 成 す る こ と
に な っ た とも言 え る。 ウ ィニ ー を退 廃 者 と して読 み 切 りな が らも オ シ ポ ンが 感 じざ る を得 な い
恐 怖 、 『密 偵』 の 結 末 で プ ロ フ ェ ッサ ー が 社 会 に突 き つ け る 恐 怖 の 本 質 は、 歴 史 的、 階級 的語
りの 問題 を実 は超 越 して いて 、 フ ィ ク シ ョン の可 能 性 そ の も のが 否 定 され る こ とへ の 恐怖 で あ
る と考 え る ことが で き る ので あ る。 本 論 文 は、 コ ン ラ ッ ドの語 りの精 密 な分 析 を通 して、 そ の
歴 史 的、 文 化 的 コ ンテ ク ス トそ の も の を解 明 し、 さ らに は モ ダニ ズム 小 説 の 奥 深 い 問 題 の 本 質
に迫 る とい う成 果 を あげ る こと にな っ た。 コ ンラ ッ ド研 究 の み な らず 、 モ ダ ニ ズ ム 、 及 び ポ ス
ト ・モダ ニ ズム の 小説 の語 りの 問題 、 さ らに は物 語 論 の研 究 に も貢 献 す る と ころ大 な る もの が
あ る。
よ って 本 論 文 の提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 され る の に十 分 な資 格 を有 す る もの と
認 め られ る。
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